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過
去
に
こ
だ
わ
る
な
、
い
ま
を
否
定
す
る
な
、
鬼
が
殺
し
に
来
る
な
ら
戦
う
自
分
を

作
れ
ば
よ
い

―
お
大
師
さ
ま
は
そ
う
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
身
も
心
も
弱
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、「
い
ま
を
生
き
よ
」
と
い
う
お
大
師
さ
ま
の
声
で
、
心
を
奮ふ
る

い
立
た

せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
生し
ょ
うは
我
が
願
う
に
非あ
ら

ず
、
無む
み
ょ
う明
の
父ち
ち
わ
れ我
を
生し
ょ
うず
。

　
死
は
我
が
欲お
も

う
に
非
ず
、
因い
ん
ご
う業
の
鬼お
に

、
我
を
殺
す
。�

『
性
し
ょ
う
り
ょ
う
し
ゅ
う

霊
集
』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
思
う
よ
う
に
外
出
が
で
き
ず
、
ご
自
宅
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
て
い
ま
す
。
心
身
が
落
ち
着
か
ず
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
が
ち
で
す
。
太
古
の

昔
か
ら
疫
病
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
し
た
。
医
学
の
発
達
し
て
い
な
い
時
代
は
、
疫

病
が
発
生
す
る
た
び
に
、
国
を
あ
げ
て
疫
病
退
散
の
祈
願
を
お
こ
な
っ
た
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
ペ
ス
ト
、
天
然
痘
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
…
様
々
な
疫
病
が
世
界
中
を
襲
っ

て
き
ま
し
た
。

　

お
大
師
さ
ま
の
時
代
に
も
疫
病
は
蔓
延
し
ま
し
た
。
時
の
嵯
峨
天
皇
に
写
経
を
お

勧
め
し
、「
般
若
心
経
秘
鍵
」
を
著
し
、
国
民
の
心
身
の
健
康
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
お
一
人
お
一
人
の
身
心
安
楽
、
疫
病
退
散
、
早
期
終
息

の
祈
願
を
込
め
て
、
心
を
込
め
て
写
経
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。

写
経
は
場
所
を
問
わ
ず
で
き
る
の
も
魅
力
で
あ
り
ま
す
。

　

納
め
ら
れ
た
写
経
は
（
ご
本
尊
、
聖
観
世
音
菩
薩
）
の
ご
宝
前
で
ご
祈
願
の
後
、

経
蔵
に
お
納
め
し
、
令
和
の
人
々
は
写
経
に
込
め
た
祈
り
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
的

な
国
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
願
っ
た
こ
と
を
未
来
に
遺
し
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
の
身
心
安
楽
と
一
日
も
早
い
感
染
終
息
を
、
心
よ
り
ご
祈
願
申
し
上
げ
ま

す
。

　

お
寺
の
方
で
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
般
若
心
経
写
経
教
室
」
を
月
一

回
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味
が
あ
り
ま
す
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

真
言
宗
で
は
『
星
祭
り
』
を
「
節
分
」
の
日
に
厳
修
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
当

日
を
「
年
取
り
の
日
」
と
云
っ
て
、
立
春
を
年
の
初
め
と
す
る
考
え
か
ら
、
節
分
の

日
は
そ
の
前
日
、
つ
ま
り
一
年
の
境
で
あ
る
と
み
な
す
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

真
言
宗
に
お
い
て
、
除
災
招
福
、
無
病
息
災
を
祈
祷
す
る
た
め
に
、
個
々
人
の

「
当と
う

年ね
ん
じ
ょ
う
星
」
と
「
本
ほ
ん
み
ょ
う
じ
ょ
う

命
星
」
を
祀
る
祭
り
の
事
を
言
い
、「
星
供
養
」、「
星ほ
し

供く

」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

密
教
占
星
術
で
は
、
北
斗
七
星
の
七
つ
の
星
の
う
ち
一
つ
を
、
そ
の
人
の
「
本
命

星
」
と
定
め
、
一
生
変
わ
ら
な
い
宿
命
を
司
る
星
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
一
年
ご
と
に
巡
っ
て
く
る
吉
凶
を
左
右
す

る
廻
り
星
を
「
当
年
星
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

正
観
寺
で
も
、（
毎
年
二
月
三
日
午
前
十
時
三
十

分
よ
り
）
星
曼ま
ん

荼だ

ら羅
を
掲
げ
、
お
大
師
さ
ま
が
持

ち
帰
っ
た
秘
法
を
厳
修
し
、
陀だ

ら

に
羅
尼
（
星
の
真
言
）

を
唱
え
、
北ほ
く

斗と

護
摩
を
焚
き
、
祈
祷
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご
祈
願
を
い
た
し
ま
す
。
ど

な
た
さ
ま
も
、
是
非
お
参
り
下
さ
い
。
ご
祈
祷
の

お
札
は
二
月
三
日
の
「
星
祭
り
」
祈
祷
会
終
了
後

に
送
付
い
た
し
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
を
求
め
て
　
～
写
経
の
ス
ス
メ
～

星
供
養
『
星
祭
り
』
と
は
？

　
～
「
開
運
・
厄
除
け
」
息
災
を
祈
り
心
の
鬼
を
払
う
～
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父ぶ
　

母も
　

恩お
ん

　

重じ
ゅ
う

　

経き
ょ
う　

～
十
種
の
恩
徳
～

　

第
一
に
は
、
子
ど
も
を
身
ご
も
っ
た
と
知
る
や
、
母
は
腹
の
中
の
子
ど
も
を
大

切
に
大
切
に
守
護
し
つ
づ
け
た
。
そ
の
恩
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、
出
産
の
と
き
、
母
は
激
し
い
苦
し
み
に
堪
え
た
。
そ
の
恩
で
あ
る
。

　

第
三
に
は
、
母
は
子
ど
も
を
身
ご
も
っ
て
い
る
間
の
苦
し
み
も
、
生
ま
れ
る
と

き
の
苦
し
み
も
、
出
産
と
共
に
忘
れ
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
の
恩
で
あ
る
。

　

第
四
に
は
、
母
は
一
八
〇
石
（
三
万
二
四
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
）
も
の
乳
を
飲
ま
せ

て
育
て
て
く
れ
た
。
そ
の
恩
で
あ
る
。

　

第
五
に
は
、
子
ど
も
が
大
小
便
を
も
ら
し
て
布
団
を
ぬ
ら
し
て
も
、
父
や
母
は

乾
い
た
と
こ
ろ
を
子
ど
も
に
ゆ
ず
り
、
ぬ
れ
た
と
こ
ろ
に
寝
て
く
れ
た
の
だ
。
そ

の
恩
で
あ
る
。

　

第
六
に
は
、
子
ど
も
の
大
小
便
・
不
浄
物
を
、
け
が
れ
た
も
の
と
思
わ
ず
喜
ん

で
洗
い
流
し
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
の
恩
で
あ
る
。

　

第
七
に
は
、
食
事
と
も
な
れ
ば
、
父
母
は
自
分
た
ち
よ
り
先
に
子
ど
も
に
食
べ

さ
せ
た
。
ま
た
、
苦
い
も
の
は
父
母
が
食
べ
、
甘
く
て
お
い
し
い
も
の
を
子
ど
も

に
食
べ
さ
せ
た
の
だ
。
そ
の
恩
で
あ
る
。

　

第
八
に
は
、
わ
が
子
を
育
て
あ
げ
た
い
一
念
か
ら
、
時
に
は
恐
ろ
し
い
罪
を
造

る
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
悪
業
を
も
い
と
わ
な
か
っ
た
父
で
あ
り
母
で
あ
る
。
そ

の
恩
で
あ
る
。

　

第
九
に
は
、
い
つ
な
ん
ど
き
、
ど
こ
に
い
て
も
、
父
母
は
子
ど
も
か
ら
離
れ
ず

に
子
ど
も
を
見
守
り
、
遠
く
へ
行
っ
た
と
き
は
子
ど
も
の
安
全
を
祈
り
つ
づ
け
て

く
れ
た
。
そ
の
恩
で
あ
る
。

　

第
十
に
は
、
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
は
子
ど
も
の
苦
し
み
を
代
わ
っ
て
や

り
た
い
と
思
い
、
こ
の
世
を
去
れ
ば
、
子
ど
も
を
守
護
し
て
や
ろ
う
と
す
る
父
母

の
恩
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
父
母
の
恩
に
つ
い
て
学
ん
で
み
る
と
、
父
母
の
恩
は
、
ど
こ
ま
で

も
深
く
重
く
限
り
が
な
く
、ま
る
で
空
の
広
さ
に
限
り
が
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

下げ
ざ
ぎ
ょ
う

座
行　
～
本
堂
（
床
張
り
替
え
）
工
事
～

　

令
和
三
年
八
月
三
十
日
～
令
和
三
年
九
月
十
五
日
に
、
本
堂
（
床
張
り
替
え
）

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
無
垢
の
檜
を
使
用
し
、
経
年
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
色

や
ツ
ヤ
を
味
わ
え
る
よ
う
、
掃
除
＝
下げ
ざ
ぎ
ょ
う

座
行
に
励
ん
で
い
く
次
第
で
す
。

　

僧
侶
の
間
で
は
、
掃
除
を
下
座
行
と
し
て
毎
日
の
生
活
に
取
り
込
み
実
践
を
し

ま
す
。
毎
日
掃
除
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
を
き
れ
い
に
す
る
と
同
時
に
、
自

ら
の
心
の
ホ
コ
リ
の
掃
除
を
し
て
い
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

又
、
作
業
中
、
一
心
に
掃
除
す
れ
ば
頭
か
ら
雑
念
や
悩

み
が
ひ
と
時
で
も
消
え
、
脳
の
休
憩
に
も
な
り
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
ま
た
色
ん
な
事
を
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
掃
除
（
下
座
行
）
に
よ
っ
て
身
の
回
り
の
環

境
を
整
え
、
心
を
整
え
、
穏
や
か
に
前
向
き
に
人
生
を
過

ご
せ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

燈
明
の
功
徳　
～
「
常
じ
ょ
う
と
う
み
ょ
う

燈
明
」
ご
奉
納
～

　

こ
の
度
、
篤
信
徒
さ
ま
に
、「
常
じ
ょ
う
と
う
み
ょ
う

燈
明
」
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
燈
明
と
は
、
神
さ
ま
、
仏
さ
ま
な
ど
に
常
に
と
も
し
て
お
く
〔
あ
か
り
〕
で

あ
り
、
ご
本
尊
さ
ま
の
前
で
常
に
輝
い
て
い
ま
す
。
仏
教
に
お
い
て
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
「
デ
ィ
ー
バ
」
の
訳
で
、闇
（
無む

み
ょ
う明
）
を
照
ら
す
知ち

え恵
の
光
と
さ
れ
、

重
要
な
供
養
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
の
御
仏
壇
の
中
、
蝋ろ
う
そ
く燭
や
電
球
も
同
じ
燈
明
で
す
。
燈
明
は

自
身
を
燃
や
し
て
周
囲
を
明
る
く
照
ら
す
の
で
、
自
分
を
削
っ
て
、
他
の
人
の
た

め
に
施
す
菩ぼ

さ
つ
ぎ
ょ
う

薩
行
の
考
え
と
も
似
て
い
ま
す
。

　

又
、
燈
明
の
光
に
よ
っ
て
心
の
闇
を
隈
な
く
照
ら

し
、
本
来
の
清
ら
か
な
人
間
に
立
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
、
家
庭
や
社
会
を
明
る
く
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
得

る
の
で
す
。
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「
境
内
地
墓
地
」「
本
堂　

納
骨
堂
」「
永
代
供
養
塔
」　

に
つ
い
て

　
　
旧
本
堂
特
集

　

副
住
職
（
四
十
才
）
が
子
ど
も
の
頃
、
現
在
墓
地
が
あ
る

所
に
、
本
堂
と
庫く

り裏
が
あ
り
ま
し
た
。
同
級
生
と
野
球
を
し

た
り
、
大
祭
で
は
火
渡
り
や
餅
拾
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
石
鎚
山
代
表
参
拝

　

令
和
三
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
正
観
寺
檀
信
徒
を
代
表
し
、
お
山
開
き

中
（
七
月
七
日
）
に
石
鎚
山
へ
参
拝
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
檀
信
徒
さ
ま
に
頼
ま
れ
ま
し
た
祈
願
・
お
土
産
（
お
礼
・
お
守
り
・
御

神
酒
・
御
神
水
）
を
無
事
に
勤
め
る
こ
と
が
で

き
、
ホ
ッ
と
い
た
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
成
就
社
、
頂
上
社
に
て
ご
神
像
を
拝
め
ま

し
た
こ
と
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
皆
さ
ま
と
共
に
登
拝
し
て
御
神
徳

を
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
代
理
参
拝
の

祈
願
（
お
礼
・
お
守
り
・
御
神
酒
・
御
神
水
）
も
、

何
な
り
と
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。　

合
掌

◎
境
内
地
墓
地　

本
堂
納
骨
堂　

永
代
供
養
塔　

空
き
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
に
、
本
堂
裏
（
右
側
）
に
、
納
骨
堂
の
増
設
を
し
ま
し
た
。

←
Ｎ
Ｅ
Ｗ
（
納
骨
堂
増
設
）
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│ 

新
元
号
「
令
和
」
記
念 

│

「
や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の

　
　
　
　
　
　ご
奉
納
に
つ
い
て

　「や
す
ら
ぎ
観
音
さ
ま
」
の
ご
守
護
を
頂
戴

し
、
日
々
の
安
心
の
糧
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　本
堂
内
に
ご
奉
納
さ
れ
て
も
、
仏
さ
ま
を
お

持
ち
帰
ら
れ
て
、
各
ご
家
庭
で
お
祀
り
頂
い
て

も
結
構
で
す
。

　台
座
の
記
載
は
い
か
よ
う
に
も
対
応
致
し
ま

す
。　現

在
、
七
十
体
の
ご
奉
納
を
頂
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
数
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
。



《
月
例
行
事
予
定
表
》

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　

  

［
諸
供
養
・
諸
祈
願
（
護
摩
祈
祷
）・
昼
食
お
接
待
有
］

　
　

◎
毎
月　

十
八
日　

午
前
十
時
半
～

　
　

十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　

お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　

二
十
一
日　

午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　

※
（
二
月
・
三
月
・
八
月
）
除
く

二
、
般
若
心
経　

写
経
教
室　

月
一
回
程
度
（
第
四
木
曜
）

　
　

平
日
昼
間　

午
前
十
時
半
～
十
二
時

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室　

月
二
回
程
度（
不
定
期
）

　
　

平
日
昼
間　

午
後
十
三
時
～
十
五
時

　

一
、
四
月
十
日（
日
）～
十
一
日（
月
）　

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
奈
良
巡
拝
』 　

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

　

二
、
七
月
三
日（
日
）～
四
日（
月
）　　

一
泊
二
日

　
　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

三
五
、〇
〇
〇
円
予
定

　

〒
735- 

0029 

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰
二
丁
目
二
―
八
―
四

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

　
　

E-m
ail : info@

shokanji.com

　
　
　
　
　
　
　

 

広
島　

正
観
寺  �

　

○
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

　

◎
広
島
高
速
二
号
線

　
　

府
中
出
入
口（
温
品
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

　
　

大
州
出
入
口（
仁
保
Ｊ
Ｃ
Ｔ
方
面
出
入
口
の
み
）下
車
二
分

　

◇
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

　

◇
バ
ス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正　

観　

寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊
・
や
す
ら
ぎ
観
音

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養

　
護
摩
祈
祷
・
厄
除
け
・
お
焚
き
上
げ
・
諸
祈
願
・
仏
事
全
般
等
々

　
随
時
本
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
可

検
索

第56号　　　　　　　　　　　　　　　　　　観　　　　　　音　　　　　　　　　　　　　　　令和４年  ⑷

令
和
四
年
度

　
　年
間
行
事
予
定
表

一
〜
三

十
八三十

三
中
旬

二
十

一
〜
三
十

十
〜
十
一

十
八

一
〜
三
十
一

十
八

十
八

三
〜
四

二
十
一

上
旬

十
五

二
十
一

中
旬

十
八

一
〜
三
十
一

十
八

一
〜
三
十

十
八

二
十
一

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会

　北
斗
護
摩
祈
祷
）

観
音
大
祭
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

十
三
詣
り

奈
良
（
古
寺
名
刹
）
巡
拝

観
音
ご
縁
日

十
三
詣
り

観
音
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日
・ 大

柴
燈
護
摩
火
渡
り
・
福
餅
ま
き

ご
本
尊
供
・
土
砂
加
持
・
手
づ
く
り
市

青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

秋
季
彼
岸
会

永
代
合
同
供
養
祭

霊
峰
石
鎚
山
参
拝

弘
法
大
師
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

地
蔵
祭
り
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

秋
季
彼
岸
お
参
り

観
音
ご
縁
日
・

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

納
弘
法
大
師
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

き
ゅ
う
り
加
持
祈
祷
・
護
摩
祈
祷

施
餓
鬼
供
養
・
演
奏
会

一二三四五六

七八九十十
一

十
二


